
 「特定技能制度に関する下請指導ガイドライン」において、
元請企業の役割として、一号特定技能外国人の適正な就
労環境を確保するため、特定技能一号の在留資格を持つ
外国人労働者を建設現場に入場させる際に提出が必要
な届出を規定。

 建設現場への入場を届け出る一号特定技能外国人に
は、「建築」「土木」「ライフライン・設備」から構成される業
務区分が在留資格に記載され、従事できる工事業の範囲
が指定されている。

 元請企業は一号特定外国人を受け入れる企業から「一
号特定技能外国人建設現場入場届出書」による報告を求
め、①業務区分の内容 及び ②従事させる期間 につい
て、適切な記載となっているかを確認することとなっている。

 今般、事務省力化に資するため、CCUSから出力可能な
安全書類に「一号特定技能外国人建設現場入場届出書」
を追加し帳票に反映できるよう開発を実施することとした。

 併せて、既存のCCUS安全帳票のうち、作業員名簿に対
応する業務区分を反映させることとする。

 なお、2028年1月稼働予定となっている次期CCUSにお
いては、国交省の外国人就労管理システムとのAPI連携
（予定）により、業務区分について自動連携する。
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